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トランザクション処理とは
•トランザクション 
- 分けることのできない一連の処理単位 

‣ 例えば銀行のシステムで 
‣ Aさんの残高を減らす→Bさんの口座の残高を増やす 

•トランザクション処理を考えるポイント 
- 信頼性 

‣ データベースの中のデータが失われたり改ざんされたりし
ないようにする必要がある 
• DBMSにはトランザクション管理機能がある 

- 性能 
‣ 短い時間で応答するための工夫
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ACID特性
トランザクションには満たすべき４つの特性がある 
•原子性（ATOMICITY） 
- 完全に終わる（コミット），もしくは元に戻す（ロールバック）の
どちらかでならなければならない 

•一貫性（CONSISTENCY） 
- 処理されるデータは実行前と後で整合性をもち，一貫したデータ
を確保しなければならない 

•独立性（ISOLATION） 
- トランザクションAで変更中のデータを，トランザクションBで変
更してはならない 

•耐久性（DURABILITY） 
- 一旦コミットしたら，そのデータは障害時にも回復できなければ
ならない
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排他制御
•２つのトランザクションを同時実行し，同じ
データを更新して矛盾が発生することを防ぐ 
•片方した更新できないようにロックをかける
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ロック
•共有ロック/専有ロック 
- 共有ロック 

‣ データの参照は自由でにできる．参照するだけなら同時に実行しても問題ない 

- 占有ロック（排他ロック） 
‣ データを更新する場合は，他のトランザクションに見えないようにする 

•デッドロック 
- ２つのトランザクションで複数のデータを参照する時，ロックのた
めにお互いのデータが仕様になるのを待ち続けて互いに動けない
状態 

•2相ロック 
- 複数のデータベースにロックをかける祭，かけたりはずしたりない 
- ロックする時はずっとかけ続け，解除する時はずっと外した状態  5



2相ロック
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データベースの不具合
•トランザクション処理 
- トランザクションによる不具合 
- DBMSは正常に動いているため，ロールバック命令など
で対応 

•ソフトウェア障害 
- ソフトウェアの実行中心などによる不具合 
- DBMSに不具合が起こる 
- バックアップデータを用いて復旧 

•ハードウェア障害 
- ハードウェアの故障などでデータが損傷するような障害 
- バックアップデータを用いて復旧
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ログファイルによる障害回復処理
•データベース障害に備えるために，データベース用ハー
ドディスクとは別のディスクにログファイルを用意す
る 
- データを更新するとき，更新前ログ・更新後ログを保
存する 
- データベースの内容は，メモリで記録されおり更新は不
定期．データベースを書き換えるポイントがチェックポ
イント
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復旧処理
•ロールフォワード 
- 障害が発生した時にトランザクションのコミッ
トが完了していた場合には，更新後ログを使っ
て，チェックポイント後データを復元させる 

•ロールバック 
- コミットが完了しないうちに障害が発生した時
は，トランザクション実行前の状態に戻す必要
がある． 
- 更新前ログを用いて復元させる
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データベースの性能向上
•データベース性能を向上させる方法として一
般的なものはインデックス 
- 元のテーブルとは別に，キーとデータの場所（ポ
インタ）の組を一緒に格納する 
‣ B木，ヒートマップが用いられる
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問題
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回答
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回答
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回答
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